
ホタルの名所 高岡・射水地域 

 

 

 

 

 

 ゲンジボタル、ヘイケボタルが見られ、川岸を散歩すると、時

には、手の届くところまで飛んでくるホタルもいます。地元の小

矢部市藪波公民館「ホタルの里を守る会」では、ホタル鑑賞会を

行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高岡市滝地区の地域住民が中心となった「滝ホタル保存会」と、

地元の小中学生の活動により、毎年ホタルが飛び交うようにな

った名所です。６月中ごろには、長年続いている観察会があり、

毎年200名ほどが訪れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地区に住む三世代が交流を深めながら、ホタルの環境と生態

系の保全活動を子どもが中心として行っている。地域住民は中

田中学校科学部の生徒とともに、８月にホタルの生態の勉強会

とカワニナの放流、11月にホタルの幼虫の放流を行っている。 

 

 

 

 

 

小矢部市安養寺 藪波川 

高岡市滝 旧六ヶ用水 

高岡市中田反保島地区 



 

 

 

 本保地区内を流れる用水では、多いときには天の川のように

見えることもあり、「本保火垂川」と名づけられています。この

場所を守る本保自治会では、講師を招いてのホタル鑑賞会など

も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 氷見市神代の用水で、ゲンジボタルが見られる。手に取ること

ができるほど近くで見られることもある。ホタルが生息できる

環境を維持するため、地域住民たちが、用水路は昔ながらの石を

積み上げたものにし、幼虫のエサのカワニナが絶えないように

している。また、ホタルの飛び交う時期が過ぎるまで除草作業を

控えている。 

 

 

 

 

 

 

 氷見市早借の河川沿いで、時には50m以上にわたってホタルの

飛び交う幻想的な様子が見られる。地元住民は、河川内側の除草

を控えるなど、ホタルの保護に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高岡市本保地区 

氷見市神代の用水 

氷見市早借の河川 



 

 

 

 浄土寺公民館から数分歩いた用水でゲンジボタルが見られま

す。金山小と「金山っ子の宝 ホタル」を合言葉に幼虫の放流や

用水の清掃が行われています。公民館駐車場にはホタルがすめ

る生息条件を説明した看板が設置されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

射水市浄土寺 


